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1．は じめ に

　歯科 医学に とっ て 重要 な課 題 で ある
“

機能 的咬合

面形態 の 解明
”

に向 けた われ われ の
一連 の 研 究 の 中

で 、「現代人 は歯列上 の どの 部位 で 咀 嚼 を行 っ て い る

の か 」 を自然 な状況 下で観 察 した とこ ろ、食物 の 粉

砕 時に 中心 とな っ て機能す る 『主機能部位』が 、 主

と して第 1 大臼歯の 機能咬頭問に存在す る こ とが 明

らか とな っ た
D

。 『主機能部位』に 関する理論 の 多 く

は 臨床 の 中で 育 まれた こ とか ら、ほ とん ど の エ ビデ
ン ス が 日常 の 臨床 に よ っ て 積 み重 ね られ て きた 。 し

か し、
“
主機能部位 の 成立 過程

”
とい う基礎的課題 に

つ い て は 、い っ たん 臨床 か ら離れ る べ き と考 え、現

代 人 に 至 っ た 歯の 進化過程を 遡 り、大臼歯咬頭 の 進

化 と分化お よ び 歯列の 進 化 と構成 を 比 較 ・検討
2・3 ）

し た と こ ろ、い くつ か の 興味 ある知見が得 られ た の

で 報告す る。

ff．咬頭 の 進化 と分化

　脊椎動 物が 5億年 以 上前 に獲得 した 歯は 、 魚類か

ら両 生類 、 爬 虫類 へ と単錐歯 の ま まで 引 き継 がれ 、

そ の 後 、 爬 虫類 か ら哺乳類 が生 じる過程で 、 複数の

咬 頭を持 つ 大 臼歯へ と進化 した （附図）。

　時代 を遡 っ て た ど り着く こ とが で きた 大 臼歯の 基

本型は 、白亜 紀 （12
，
500 万 年前）の 食 虫類 が獲得 し

た 、
‘‘

す りつ ぶ し
”

と
“

切 り裂き
”

の 両方の 機能を兼

ね 備 え た 臼歯、
“

トリボ ス フ ェ ニ ッ ク型 臼歯
”

（図
一

5 ） で あ っ た。
こ の トリボ ス フ ェ ニ ッ ク型 臼歯 へ と

進化す る間に、 上顎 歯 の 舌側 部 と下顎歯 の 遠心 部 に

新 たな咬頭 が生 じ、これ ら の 咬頭が噛み 合 っ て
“

噛
み 砕 き

”
や

“
す り つ ぶ し

”
の 機能 を営 ん だ こ と こ そ

が 、取 りも 直 さず 『主機能部位 が機能咬頭 聞に あ る

こ と』の
“
ル

ー
ヅ

’
と考え られ る。

　 トリボ ス フ ェ ニ ッ ク 型 臼歯 は霊 長類 の 進化 と と も
に 、食性 の 変化 に合 わ せ て 再 構 成 され 、第 3 紀漸新

世 （3．000 万 年 前 ） に 現 れ た ヒ ト上 科 の 祖 先

伽 ρ加 ρ励 θc α s の 臼歯 は 、す で に ヒ ト上科 の 特 徴

（図 一 6 ） を備 え て い た。か れ ら の 下顎大 臼歯 の 形

態は ドリオ ピ テ ク ス 型 と呼 ばれ 、 5個の 咬頭が Y 字

型 の 溝で 分 け られ る とい う独 自の 特 徴 を持 つ
。 藤田

ら
4 ）

に よれ ば 、 1950年代 の 日本人 の 下顎第 1大 臼歯
は 70 ％近 くが い まなお ドリオ ピ テ ク ス 型 を持 つ が、

第 2、第 3 大 臼歯で は 2 ％前後で しか 出現 しない と

い う。 すなわ ち、多数 の 日本人 の 第 1 大臼歯に は 、

食物 を噛み砕 くた め の
“

杵 （上 顎近 心 舌側咬頭）
”

と
“

臼 （下顎遠心 頬側咬頭、遠心 咬頭 、遠心 舌側咬 頭）
”

が存在 し、3，
000 万年以上 も前 に獲得 し た ほ ぼ その ま

ま の 形で 、現在 ま で 保存 され て い るの で ある。

皿 ．歯列の 進化 と構成

　以 上 の よ うな ヒ ト上科 （類人 猿 と ヒ ト）に お け る

咬頭 の 進化 ・分化過程 か らは 、第 1 大臼歯 の 形態が

原始 的特徴 を強 く残 しなが ら人類固有 の 形 へ と進化

し て きた こ とが 明 らか で ある。で は 、歯列全体 とし

て は どの よ うに進化 して きたの だろ うか 。

　まず、歯数 は 、食 虫型哺 乳類 か ら霊長類 ／ ヒ ト科
へ と進化す る中で 、 切歯や 小 臼歯 が数を減 らして き

た の に対 して 、 大 臼歯の 3本 は維持 され て き た 。

　 しか し 、
ヒ ト科 の 進化 の 中で は 、大臼歯そ れ ぞれ

の 大 き さ に 変 化 が 見 ら れ 、 400 万 年 前 の 猿 人

Australoρitheeus で は後方歯ほ ど大き い の に対 して 、
200 万 年前の Uomo 　Ptで は第 3 大 臼歯が 小 さくな り

始 め 、10 万年 ほ ど前に現れ る Homo 　sapiens に な る

と第 1 大 臼歯が歯列 の 中で最大 とな り、中心的 に機

能す る歯 とな っ た 。

　 さらに、萌出順 の 変化 をみ る と、後期 Homo 　ma（50
万年前）以 後 は、第 2 大臼歯 の 萌出時期 が小 臼歯や

犬歯 の 萌 出 よ り も遅 くな り、サイ ズ の 縮小 化 と重 な

っ て くる 。現代入 の 第 3 大 臼歯 に 至 っ て は 先天 的 に

欠如す る傾 向が強化 され て い る。以上 の 時 間的 ・進

化的な変化は 、第 1 大臼歯が 咀嚼機能の ほ ぼ全 て を

担 う こ とで 、第 2 大 臼歯 の 咀嚼 時 の 役割 が薄れ 、第
3 大 臼歯で は存在の 必 要 さ えな くな っ て きた こ とを

示 唆 す る も の で あ る 。
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W ．終わ りに

　歯 は形、数 、大 きさとい う3 つ の 様式で 進化 して

き た。原始的哺乳 類か ら人 類に至 る ま で に は 、 歯 の

形 と歯数の 変化は 著 しか っ た 。 しか も、現代人 の 歯
と歯列 は、現在 もなお縮小 化 （単純化） と歯数 の 減
少 傾向 を示 し て い る 。

　こ の よ うな進化 に お ける 大 き な変化 の 中で 、 ヒ ト

の 第 1 大臼歯 だけが 漸新世 に獲得 した歯冠形態 を単

純化す るこ とな くほ とん ど維持 し 、歯列の 中で 最 大

の 歯 とな っ て 現在 に 至 っ て い る。 こ の 事実 こ そ 、
3

，
000 万 年以 上 も前に 形成 され た機能的咬合面形 態

の 完成度 の 高 さを示す とともに、時 を越 えて第 1 大

臼歯 が 咀 嚼 の 中心 とな っ て機能 し続けて きたこ とを

示 す と考え られ る。さらに、第 1 大 臼歯が トリボス

フ ェ ニ ッ ク 型 臼歯の 進化 し た形 で ある こ とに加 えて 、

咀 嚼運動経路が外側か ら内側 へ 噛み込む こ とを考え

合わせ れ ば、主機能部位が上顎 で は近 心 舌側 咬頭 の

内斜 面 部、下顎 で は頬側咬頭な らび に遠心 咬頭 の 内

斜面 部とな る こ とは、霊 長類 ・ヒ ト科 の 進化 の 中で 、
必 然的な結果 （機 能状況）で あ ると考え られ る。
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食性 の 変 化に合わ せ て再 構成
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ドリオ ピテクス 型 臼 歯

図 ．咬頭の 分化過程 の 概要
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